
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.22-23　都道府県と県庁所在地
2．目標　⑴　日本の都道府県と都道府県庁所在地名を理解できる。
	 ⑵　都道府県の境界はどのような場所に定められているのか、多面的・多角的に考察できる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．都道府県名を題材
にし、本時の課題をつ
かむ。	

２．現在の都道府県が、
江戸時代の国の区分と
異なっている理由を予
想し、学習課題への見
通しを持つ。

○　現在の都道府県名と昔の国名
を確認させ、気付いたことを自由
に発表させながら、本時への導入
を図る。

〇　現在の都道府県の区分は、江
戸時代の国の区分を基にしながら
も、異なる点がある理由を予想さ
せる。

〇　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た	
せる。

展
　
　
開

３．都道府県と都道府
県庁所在地名を確認し、
都道府県が定められた
経緯を理解する。

　⑴　都道府県名

　⑵　都道府県庁
　　　所在地名

〇　学習プリントを活用し、現在
の都道府県名を確認させる。

○　学習プリントを活用し、都道
府県名と都道府県庁所在地の名称
が異なる都市をまとめさせる。

学習課題：�日本の都道府県と都道府県庁の位置には、どのような特色があるのだろうか。

評価との関連 指導のポイント

知識・技能 ・	日本の都道府県と都道府県庁所在地名を理解している。

思考・判断・表現
・	都道府県の境界が定められている場所について、地理的な条件や歴史的な背景などから多面的・
多角的に考察している。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント

現在の都道府県の区分が、江戸時代の国と異なっ
ているのはなぜだろうか。

現在の都道府県名と昔の国名を確認して、気付い
たことを挙げてみよう。

現在の都道府県名を調べてみよう。

都道府県名と都道府県庁所在地名が異なる都市を
まとめてみよう。
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都道府県名 都道府県名 都道府県名
1 北海道 21 岐阜県 33 岡山県
2 青森県 22 静岡県 34 広島県
3 岩手県 23 愛知県 35 山口県
4 宮城県 24 三重県 36 徳島県
5 秋田県 25 滋賀県 37 香川県
6 山形県 26 京都府 38 愛媛県
7 福島県 27 大阪府 39 高知県
8 茨城県 28 兵庫県 40 福岡県
9 栃木県 29 奈良県 41 佐賀県
10 群馬県
11 埼玉県
12 千葉県
13 東京都
14 神奈川県
15 新潟県
16 富山県
17 石川県
18 福井県 30 和歌山県 42 長崎県 45 宮崎県
19 山梨県 31 鳥取県 43 熊本県 46 鹿児島県
20 長野県 32 島根県 44 大分県 47 沖縄県
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⑴　１～ 47の都道府県名を記入してみよう。
⑵　都道府県は、日本にいくつありますか。

都道府県（ １ 都、 １ 道、 ２ 府、 43 県）

番号 県庁所在地名 9 宇都宮市 19 甲府市 32 松江市
1 札幌市 10 前橋市 23 名古屋市 37 高松市
3 盛岡市 11 いたま市 24 津市 38 松山市
4 仙台市 14 横浜市 25 大津市 47 那覇市
8 水戸市 17 金沢市 28 神戸市
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　⑶　都道府県が
　　　定められた経緯

４．どのような場所が
都道府県の境界となっ
ているか理解する。

〇「都」「道」「府」「県」が定め
られた経緯を考えさせる。
◆　現在の都道府県は、明治初め
の廃藩置県によって始まり、歴史
的な背景や文化的なつながりも重
視されたことに気付かせる。

〇　写真の三つの都道府県境の場
所の特色を確認させる。

〇　地図帳を活用し、どのような
場所が都道府県の境界になってい
るのか調べさせる。

◆　都道府県境は、山地や河川、
海峡など、地形に沿って引かれる
場合が多いことを理解させる。

整
　
　
理

５．本時のまとめをする。

６．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　各都道府県の政治や経済の中
心的な都市に都道府県庁が置かれ
ていることを説明できたかを確認
する。

〇　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

章
の
振
り
返
り

７．「章の問い」への
振り返り活動を行う。

〇　「章の振り返り」へ記入させ、
次章の学習へつながりを持たせる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

写真の都道府県の境界の特色を説明しよう。

都道府県はどのように成立したのでしょうか。

どのような場所が都道府県の境界になっているの
だろうか。

日本の位置や広がりには、どのような特色がある
のだろうか。

この章で学んだことから、次の章の学習に生かせ
ることを考えてみよう。

都道府県庁所在地はどのような所に置かれること
が多いのか、説明しよう。
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「一枚で見る日本列島」
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